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【調査結果の概要】 

令和４年の食用加工品の生産量（焼・味

付のりを除く。以下同じ。）は 138 万 3,867ｔ

で、前年に比べ３％減少した。 

主な加工種類別にみると、ねり製品は47

万1,382ｔ、冷凍食品は21万3,915ｔ、塩蔵

品は14万8,510ｔ、塩干品は11万5,139ｔ、

節製品は６万3,603ｔ、煮干し品は４万

6,328ｔで、前年に比べそれぞれ３％、５％、

２％、２％、４％、14％減少した。 

生鮮冷凍水産物の生産量は 106 万 7,324ｔ

で、前年に比べ４％減少した。 
 
 
 
 
 

 

注：食用加工品の計には焼・味付のりは含まれていない。 
 
 
○ 加工種類とは、製造方法や保存方法により水産加工品を分類したものである。 

なお、水産加工品とは、水産動植物を主原料（原料割合で 50％以上）として製造 
された、食用加工品及び生鮮冷凍水産物をいう。 

 

 

図１ 食用加工品生産量の主要加工種類別 

構成割合（全国） 

表１ 主要加工種類別食用加工品及び生鮮冷凍水産物の生産量（全国） 

ねり製品

(34.1)

冷凍食品

(15.5)
塩蔵品

(10.7)

塩干品

(8.3)

煮干し品

(3.3)

節製品

(4.6)

その他

(23.5)

令和４年
食用加工品

生産量
138万3,867ｔ
（100.0％）

ｔ 1,425,915 1,383,867 △ 42,048 97

うち ね り 製 品 〃 483,686 471,382 △ 12,304 97

冷 凍 食 品 〃 225,349 213,915 △ 11,434 95

塩 蔵 品 〃 150,782 148,510 △  2,272 98

塩 干 品 〃 117,757 115,139 △  2,618 98

節 製 品 〃 66,005 63,603 △  2,402 96

煮 干 し 品 〃 53,632 46,328 △  7,304 86

焼 ・ 味 付 の り 千枚 5,973,749 6,039,856 66,107 101

ｔ 1,110,308 1,067,324 △ 42,984 96

％

食 用 加 工 品

生 鮮 冷 凍 水 産 物

区　　分 単位 対前年差令和３年 ４ 対前年比

注： 表示単位を四捨五入しているため計と内訳が

一致しない場合がある（以下同じ。）。 
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【調査結果】 

 １ 食用加工品の主な品目別生産量 

(1) ねり製品 

ねり製品の生産量は47万1,382ｔ

で、前年に比べ３％減少した。 

品目別にみると、かまぼこ類は 

41万2,855ｔ、魚肉ハム・ソーセージ

類は５万8,527ｔで、前年に比べそれ

ぞれ２％、４％減少した。 

 

 

 

 

表２ ねり製品の品目別生産量（全国） 

令和３年 ４ 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％

483,686 471,382 △ 12,304 97

か ま ぼ こ 類 422,482 412,855 △  9,627 98

魚肉ハム・ ソー セー ジ類 61,204 58,527 △  2,677 96

ね り 製 品

区 分

 
 

(2) 冷凍食品 

冷凍食品の生産量は21万3,915ｔ

で、前年に比べ５％減少した。 

品目別にみると、魚介類（切り身、

むきえび等の加工品）は12万3,507ｔ、

水産物調理食品は９万408ｔで、前年

に比べそれぞれ２％、９％減少した。 

 

 

 

 

 

表３ 冷凍食品の品目別生産量（全国） 

 

 

 

 

 

 

令和３年 ４ 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％

225,349 213,915 △ 11,434 95

魚 介 類 125,727 123,507 △  2,220 98

水産物 調理 食品 99,622 90,408 △  9,214 91

区 分

冷 凍 食 品

魚介類

(57.7)

水産物

調理食品

(42.3)

令和４年
冷凍食品
生産量

21万3,915ｔ
（100.0％）

かまぼこ類

(87.6)

魚肉ハム・

ソーセージ類

(12.4)

令和４年
ねり製品
生産量

47万1,382ｔ
（100.0％）

図２ ねり製品生産量の品目別構成割合 

（全国） 

図３ 冷凍食品生産量の品目別構成割合
（全国） 
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(3) 塩干品 

塩干品の生産量は11万5,139ｔで、前

年に比べ２％減少した。 

主な品目別にみると､ほっけは３万

9,313ｔで、前年に比べ７％増加し、

あじは２万529ｔ、さばは１万4,928ｔ、

いわしは7,856t、さんまは4,580ｔで、

前年に比べそれぞれ８％、８％、５％、

35％減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 塩蔵品 

塩蔵品の生産量は14万8,510ｔで、前

年に比べ２％減少した。 

主な品目別にみると、さけ・ますは

８万4,224ｔ、たら・すけとうだらは１万

1,372ｔで、前年に比べそれぞれ２％、３％

増加し、さばは２万7,706ｔで、前年に比

べ15％減少した。 

 

 

 

 

 

令和３年 ４ 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％

150,782 148,510 △  2,272 98

うち さ け ・ ま す 82,496 84,224 1,728 102

さ ば 32,619 27,706 △  4,913 85

たら・すけ とう だら 11,031 11,372 341 103

区 分

塩 蔵 品

 
 

ほっけ

(34.1)

あじ

(17.8)

さば

(13.0)

いわし

(6.8)

さんま

(4.0)

その他

(24.3)

令和４年
塩干品
生産量

11万5,139ｔ
（100.0％）

さけ・ます

(56.7)
さば

(18.7)

たら・すけ

とうだら

(7.7)

その他

(17.0)

令和４年
塩蔵品
生産量

14万8,510ｔ
（100.0％）

図５ 塩蔵品生産量の主要品目別構成割合 

（全国） 

表５ 塩蔵品の主要品目別生産量（全国） 

表４ 塩干品の主要品目別生産量（全国） 

図４ 塩干品生産量の主要品目別構成割合 

 （全国） 

令和３年 ４ 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％

117,757 115,139 △  2,618 98

うち ほ っ け 36,804 39,313 2,509 107

あ じ 22,330 20,529 △  1,801 92

さ ば 16,300 14,928 △  1,372 92

い わ し 8,242 7,856 △    386 95

さ ん ま 7,024 4,580 △  2,444 65

区 分

塩 干 品
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２ 生鮮冷凍水産物 

生鮮冷凍水産物の生産量は106万7,324ｔ

で、前年に比べ４％減少した。 

主な品目別にみると、いわし類は38万

2,303ｔ、ほたてがいは13万8,230ｔ、さ

け・ます類は７万1,978ｔ、まあじ・むろ

あじ類は４万794ｔで、前年に比べそれぞ

れ５％、41％、17％、40％増加し、さば類

は22万2,003ｔで、前年に比べ20％減少し

た。 

 

 

表６ 生鮮冷凍水産物の主要品目別生産量（全国） 

令和３年 ４ 対前年差 対前年比

ｔ ｔ ｔ ％

1,110,308 1,067,324 △ 42,984 96

うち い わ し 類 365,689 382,303 16,614 105

さ ば 類 277,057 222,003 △ 55,054 80

ほ た て が い 98,093 138,230 40,137 141

さ け ・ ま す 類 61,279 71,978 10,699 117

ま あ じ ・ む ろ あ じ 類 29,157 40,794 11,637 140

区 分

生 鮮 冷 凍 水 産 物

 

さば類

(20.8)

いわし類

(35.8)

さけ・

ます類

(6.7)

まあじ・

むろあじ類

(3.8)

ほたてがい

(13.0)

その他

(19.9)

令和４年
生鮮冷凍水産物

生産量
106万7,324ｔ
（100.0％）

図６ 生鮮冷凍水産物生産量の主要品目別 

構成割合（全国） 


